
雪国の古木探訪記（3）

刈屋寿

7．イヌザクラ　Prunus　buergeriana　hliq．　　　　　　　　8．ハリギリ　Kalopanax　pic加s（Thunb．）Nakai

　　　　　　　　　　　　　（新潟県三島郡寺泊町野積）　　　　　　　　　　　　　　　（新潟県西蒲原郡弥彦村観音寺）

　山地に生える落葉の中高木で、本州・四国・九州と朝鮮　　　　　　　　　　　　　　　　　xk、　一　．r

　イヌザクラは普通高さ10m直径15cmほどで、最大のも　　　　　ト▽・　1「．．　　　　　♂　・』　r．　　∵’1
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写真1寺泊町購のイヌザクラ（199617）　　　写真2瀦寺のハリギリの巨木（199311201
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　　　　北海道から九州までの山地の林内に生え、国外では千　　　　　寺の人の話でも植えたものではないらしく、樹の形や葉

　　　島南部・樺太・朝鮮・中国に分布する。県内でも2300m　　　　の形態から考えてエゾユズリハとして報告する。

　　　に及ぶ高山まで広く分布している。　　　　　　　　　　　　’［樹相］

　　　　樹は最大で高さ30m・直径1mにもなるといわれるが、　　　　　地上1Octhの計測幹周：：64cm（直径20．5cm）

　　　山地のものは燃料用として伐採された経過もあってあ　　　　　地上L3mの計測

　　　まり大きなものはない。平野部の神社、寺、民家の屋敷な　　　　　幹周：40cm（直径12．7cm）

　　　どにかなり大きな樹がみられるが巨木とは言えがたい。　　　　　樹高：8m

　　　　ここで紹介する弥彦村観音寺に生育している樹は巨木　　　　　生育地付近にはシロダモ、アカガシ、ウラジロガシ、ヤ

　　　である。場所は観音寺から野積へ翅じる車道のわきで、車　　　　ブツバキ、アイアスカイノデ、シャガなどの暖地系の植

　　　道建設の際まわりをlmほど掘り下げ整地された、しかし　　　物、ハイイヌガヤ、チャボガヤなどの日本海要素の植物が

　　　巨木であったためか伐採は免れている。　　　　　　　　　　見られる。

　　　　計測の結果は次のようである。

舞1籔1灘難灘蕊lll；：1鷲翻・、　ge

lと思われない樹がある・場所は鰍最古の古刹といわれ　織齪．講　　　　　．
　　　る国上寺の境内で・本殿東側にある代々の住職の墓が並ぶ　　　　　写真3国上寺のエゾユズリハ（斜上している樹）

　　　所の斜面に生えている。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（199612）
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